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乳房疾患の調査方法

シクロフィリンA量を指標として乳腺疾患の
発症可能性を判定

乳牛の乳房炎は家畜の最難治疾病の一つとされており、乳量の低下、治
療費の増大につながり、経済的損失が大きいことが知られている。その経済的
損失を抑えるためには、乳房炎の早期発見が肝要である。しかし、既存の乳
房炎検出方法であるPLテストは、すでに変性が見られるような乳房炎を検体
として実施するため、早期発見には至らない。そこで、化学発光能測定法が
有望視されている。しかし、化学発光能の測定には特殊な装置が必要となり、
経済性および困難性の観点から、各乳業農家が日常的に実施する方法とし
ては適していないという課題がある。
本発明によって、簡便かつ迅速に乳房炎を早期に発見することに資する方
法やバイオマーカーを提供することが可能になった。本発明は、被験体の乳房
から採取された乳汁におけるシクロフィリンAを検出する工程と、シクロフィリンA
量に基づいて、乳腺疾患の発症または発症可能性を判定する工程を含むこ
とを特徴とする。乳汁中のシクロフィリンA量が、健常な乳房から採取したもの
よりも大きい場合、被験体の乳房において乳腺疾患が発症している、または
発症可能性があると判定する。
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お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

乳房炎発症乳腺組織における乳腺上皮細胞、乳汁および
細胞浸潤部位では、強くシクロフィリンAが発現した

応用例 関連文献

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html


Leading you to

Successful Industrialization

お問合せ

発明案件を随時更新中

Linkedin ページをフォロー

https://www.t-technoarch.co.jp/anken.php

https://www.linkedin.com/company/tohoku-techno-arch

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html

QRコード
（MGでは作成不要）

本資料をダウンロード

https://www.t-technoarch.co.jp/anken.php
https://www.linkedin.com/company/tohoku-techno-arch
https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html

	スライド 1
	スライド 2

